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∠ SNB ともに標準範囲内であったが，∠ ANB は 6．4°
で 1 S.D. を超えて大きいため，骨格性 2 級を呈してい
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た。 Ptm－A/PP，Ptm－ANS/PP，Ar－Go，Go－Me，Ar－
Me は標準範囲内であった。FHMP は標準値よりも 1 
図 1　顔面写真
Ａ　初診時（9 歳 4 か月），Ｂ　再診断時（12
歳9 か月），Ｃ　動的治療終了時（15歳8 か月），






Ａ　初診時（9 歳 4 か月），Ｂ　再診断時（12 歳 9 か月），Ｃ　動的
治療終了時（15 歳 8 か月），Ｄ　保定終了時（17 歳 8 か月）
DA B C
S.D. を超えて大きく，ハイアングルであることが示され
た。Go. A は標準値よりも 1S.D. を超えて大きかった。
歯系に関しては U1 to SN，U1 to FH は標準値よりも 1 
S.D. を超えて大きく，上顎切歯は唇側傾斜していた。IIA
は 1S.D. を超えて小さかった。軟組織側貌所見では，E

















　9 歳 6 か月時から，ハイプルヘッドギア装置を装着
して一期治療を開始した。ハイプルヘッドギア装置の





















　12 歳 11 か月時に，加強固定のためのトランスパラ
タルアーチを装着した。13 歳 0 か月時に，上下顎両側
第一小臼歯 4 本の抜歯を行った後に，上下顎歯列にプ
リアジャストタイプエッジワイズ装置を装着し，レベ
リングを開始した。14 歳 9 か月時に，上顎歯列のスペ
ースクローズが終了したため，トランスパラタルアー
チを撤去した。14 歳 11 か月時に，下顎歯列のスペー
スクローズが終了し，フィニッシングを行った後，良
好な咬合関係が得られたため，15 歳 7 か月時にプリア
図 4　パノラマエックス線写真
Ａ　初診時（9歳4 か月），Ｂ　再診断時（12
歳 9 か月），Ｃ　動的治療終了時（15 歳 8
か月），Ｄ　保定終了時（17 歳 8 か月）
図 3　口腔内写真（正面観・側面観）
Ａ　初診時（9 歳 4 か月），Ｂ　再診断時（12 歳 9 か月），Ｃ　動的


















（9 歳 4 か月）（10 歳日本人女性）（12 歳 9 か月）（12 歳日本人女性）（15 歳 8 か月）（17 歳 8 か月）（成人日本人女性）
Angular （deg.）
SNA 81．4 80．8 ± 3．2 80．5 80．7 ± 3．4 80．0 80．0 80．8 ± 3．6
SNB 75．0 77．4 ± 2．6 77．5 77．6 ± 4．2 77．0 77．0 77．9 ± 4．5
FHMP 35．0 31．2 ± 3．6 27．5 29．6 ± 3．4 32．0 33．0 30．5 ± 3．6
ANB 6．4 3．3 ± 3．0 3．0 3．0 ± 2．2 3．0 3．0 2．8 ± 2．4
U1 to SN 115．5 106．8 ± 5．3 125．0 105．2 ± 8．8 112．0 112．0 105．9 ± 8．8
U1 to FH 119．0 113．8 ± 4．9 134．5 112．2 ± 8．0 117．0 117．0 112．3 ± 8．3
L1 to FH 53．0 56．8 ± 5．4 54．5 57．8 ± 7．0 53．0 52．5 56．0 ± 8．1
L1 to Mp 92．0 91．8 ± 6．6 98．0 92．5 ± 5．4 95．0 94．5 93．4 ± 6．8
IIA 113．5 122．9 ± 3．3 100．0 125．4 ± 10．1 115．0 115．0 123．6 ± 10．7
Go. A 133．0 127．3 ± 5．3 127．0 122．9 ± 4．4 127．5 127．5 122．1 ± 5．3
Linear （mm）
S-N 64．5 65．7 ± 2．7 67．0 66．9 ± 3．4 67．0 67．0 67．9 ± 3．7
N-Me 114．0 113．9 ± 4．8 125．0 120．9 ± 4．4 128．5 128．5 125．8 ± 5．0
Ptm-A/PP 42．5 44．8 ± 2．6 45．0 46．4 ± 2．3 46．5 46．5 47．9 ± 2．8
Ptm-ANS/PP 45．0 49．1 ± 2．4 50．0 50．4 ± 2．8 50．5 50．5 52．1 ± 3．0
Go-Me 63．0 65．3 ± 3．9 72．0 69．2 ± 3．5 73．0 74．0 71．4 ± 4．1
Ar-Go 37．5 40．4 ± 3．2 43．0 44．2 ± 3．1 45．0 46．0 47．3 ± 3．3
Ar-Me 93．0 96．7 ± 5．1 105．0 102．3 ± 4．8 107．0 109．0 106．6 ± 5．7
OJ（PP） 10．6 3．2 ± 1．7 10．9 3．2 ± 1．0 3．3 3．3 3．1 ± 1．1
OB（PP） 5．3 2．8 ± 1．9 4．1 3．6 ± 2．0 2．7 2．7 3．3 ± 1．9
U6/PP 19．0 18．8 ± 1．6 20．0 22．1 ± 2．1 21．5 21．5 24．6 ± 2．0
U1/PP 30．0 28．5 ± 2．0 30．5 29．5 ± 2．2 32．0 32．0 31．0 ± 2．3
L6/Mp 28．0 29．6 ± 2．5 29．0 30．8 ± 2．4 31．0 31．0 32．9 ± 2．5
L1/Mp 44．0 40．3 ± 2．4 46．0 42．1 ± 2．4 47．0 47．0 44．2 ± 2．7
Soft tissue profile （mm）
Upperlip to E-line 4．0 4．0 1．0 1．0




Ａ：S, S－N 平面での重ね合わせ，Ｂ：ANS, 口蓋平面での
重ね合わせ，Ｃ：Me, 下顎下縁平面での重ね合わせ，実線：





Ａ：S, S－N 平面での重ね合わせ，Ｂ：ANS, 口蓋平面での
重ね合わせ，Ｃ：Me, 下顎下縁平面での重ね合わせ，実線：




























4）側面位頭部エックス線規格写真分析所見（図 6, 表 1）
　再診断時と比較して，上下顎骨ともに成長が認めら
れた。U1 to SN，U1 to FH は標準範囲内となり，上顎
切歯の唇側傾斜は改善された。IIA は標準範囲内となっ
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